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１．業務概要 

 

１－１．業務目的 

本業務は、第二次山口市市民交通計画における推進施策である鉄道の利用促進の内、JR山口線の利用

促進を図るため、新駅の設置可能性を検討し、新たな需要の掘り起こし効果や設置に伴う課題を把握す

ることを目的とする。 

 

１－２．業務概要 

（1）業 務 名 ：ＪＲ山口線利用促進検討業務における新駅設置検討調査業務委託 

（2）業務範囲 ：JR 山口線山口市区間（新山口～船平山）沿線地域 

（3）履行期間 ：2023 年 9 月 1日～2024 年 3月 27 日 

（4）委 託 者 ：山口市 

（5）受 注 者 ：ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 

 

本業務の検討箇所を下図に示す。 

■JR山口線の山口市区間（新山口～船平山）沿線地域 

 

出典：国土地理院地図、国土数値情報 

図 1.1 業務箇所位置図 

 

 

  

p.1-1



１－３．業務実施フロー 

本業務の検討項目およびそれらの進め方を表す業務実施フローを以下に示す。検討は新駅設置に関

する現状把握およびアンケート調査、需要予測を行う「新駅現況調査・需要予測検討」、新駅施設の配置

検討や計画図の作成を行う「新駅施設検討」、新駅の設置に伴うダイヤへの影響検討および課題対策設備

の検討を行う「新駅運行計画検討」の順に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 業務実施フロー図 

現状把握・アンケート調査・需要予測検討 

① 現状把握 

・山口線沿線地域の現状把握 

・新駅の設置目的・整備効果の整理 

② アンケート調査 

・新駅に関する市民意向の把握 

③ 需要予測 

・駅勢圏法に基づく新駅利用者予測 

新駅施設検討 

① 駅施設検討 

・鉄道施設配置検討 

・新駅構想計画平面図作成 

新駅運行計画検討 

① 現況ダイヤの把握 

・現況の運行・配線形態の整理 

② 計画ダイヤの検討 

・想定計画ダイヤの策定 

・現況設備への影響把握、課題整理 

とりまとめ・報告書作成 

概算事業費規模の想定 
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１－４．業務の内容 

業務の実施内容および実施方針を以下に示す。 

 

（１）現状把握・アンケート調査・需要予測検討 

   ①現状把握 

山口線沿線地域の現状を調査、把握するとともに新駅の設置目的を整理する。調査結果を基に

新駅候補地を選定し、候補地周辺の現状を調査し新駅設置の必要性や整備効果を整理する。 

 

②アンケート調査 

  新駅候補地に関する市民や周辺来訪者の意向を把握する 3種類のアンケート調査を実施する。 

 (ⅰ)周辺居住者アンケート調査 

新駅候補地の概ね半径 2km 圏域内の居住者を対象とし、回答者属性、移動実態、新駅利用

意向等を調査する。 

 (ⅱ-１)周辺施設勤務者等アンケート調査（勤務者） 

新駅候補地の概ね半径 2km 圏域内の施設・企業の勤務者、学校の勤務者を対象とし、回答

者属性、移動実態、新駅利用意向等を調査する。 

 (ⅱ-２)周辺施設勤務者等アンケート調査（学生） 

新駅候補地の概ね半径 2km 圏域内の学校の在学生を対象とし、回答者属性、移動実態、新

駅利用意向等を調査する。 

 (ⅲ)周辺施設利用者アンケート調査 

新駅候補地の概ね半径 2km 圏域内の施設（公共施設、総合病院、商業施設等）の利用者を対

象とし、回答者属性、移動実態、新駅利用意向等を調査する。 

 

③需要予測 

  駅勢圏法に基づき想定される新駅利用者数を算出する。新駅利用率を統計データに基づき設定

する手法、アンケート調査の結果に基づき設定する手法の 2通りの手法により実施する。 

 

 （２）新駅施設検討 

   「(1)現状把握」の結果を踏まえ、新駅の構想位置を検討する。また、構想位置における新駅の

鉄道施設配置を検討し、新駅構想を示す計画平面図を作成する。 

 

 （３）新駅運行計画検討 

   ①現況ダイヤの把握 

    時刻表や運行状況を基に、ＪＲ山口線の現況ダイヤの基本的な状況について整理を行う。 
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   ②計画ダイヤの検討 

    現況ダイヤを基に新駅を設置した場合の想定計画ダイヤを策定し、現況ダイヤに対する影響を

把握する。また、現行のサービスレベルを維持する場合に必要となる設備について検討する。 

 

 （４）概算事業費規模の想定 

「（２）新駅施設検討」において検討した新駅計画について、類似する駅整備事例等を基に、

新駅設置及び新駅周辺整備の概算事業費規模を想定する。また、「（３）新駅運行計画検討」にお

いて整理した設備について、類似する駅整備事例等を基に概算事業費規模を想定する。 
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２．山口線の現況および事業目的の整理 

２－１．検討の背景 

 

 鉄道を含む地域公共交通は、地域の社会経済活動において重要な基盤となっている。しかし、人口減

少や少子化、自家用自動車への移動手段の転換や、ライフスタイルの変化により、近年公共交通の利用

者は減少傾向にある。 

また地方部においては、特に高齢化が進展していることもあり、自家用車を日常的に利用できない住

民の移動手段として公共交通が重要な役割を果たす一方で、民間交通事業者による運送サービスの提供

の継続が困難となる地域がみられる。地域公共交通利用者は減少傾向にあり、民間交通事業者の経営努

力のみに依存して維持していくことは難しく、地方公共団体の地域公共交通への積極的な関与が求めら

れる。また、地域における移動手段の確保は、まちづくり、観光振興、商業、健康・医療、福祉・介

護、教育、環境等の様々な分野に関わっており、地域社会の価値を高めることに直結するため、地域戦

略の一環として取り組むことが重要である。 

このような状況を受け、令和 5年に地域公共交通活性化再生法が改正され、国の努力義務として、関

係者 相互間の連携と協働の促進が追加された。官民や交通事業者間、他分野間が連携・協働し、運送

サービスの利便性・生産性を高め、持続可能な地域運送サービスの提供を確保していく地域公共交通の

「リ・デザイン」（再構築）を促進していくことが期待されている。 

 一方で、JR西日本においても、令和 4年（2022 年）にローカル線に関する課題認識と輸送密度（平

均通過人員）2,000 人/日未満の線区に対する収支率等の経営状況を示すとともに、課題の共有や旅客

輸送サービスの確保に関する議論、検討等の沿線地域との対話を幅広く行っていくことが示された。 

 JR 西日本によると、JR山口線は新山口～宮野の輸送密度が 5,118 人/日、宮野～津和野の輸送密度が

495 人/日、収支率が 8.7%である。輸送密度の低く赤字路線であるとされる宮野～津和野間はもとよ

り、この区間に連なる新山口～宮野間においても利用促進の取組により利用者を掘り起こすことで、線

区の収益性を高め、山口線全体としての持続性を向上する必要がある。 

 

 これらの社会背景を受け、本検討では、山口市内山口線沿線地域の利用促進のために考えられる取組

や施策の内、新駅の設置による潜在的な鉄道需要の創出に着目し、新駅設置検討を実施する。 
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２－２．山口線の現況整理 

新駅設置の可能性を検討するにあたり、山口線沿線施設を目的地とする潜在的な鉄道需要を把握す

るため、沿線地域の状況を整理した。 

 

（１）鉄道の利用状況 

  山口市内の山口線の現行の利用状況を整理した。 

 

 〇鉄道路線 

   JR 山口線は市を南北方向に縦断しており、駅は新山口駅を除き山口市内に 19駅ある。 

 

出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 2.1 鉄道の現状  
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 〇駅別乗車人員（2022 年度） 

   １日あたりの駅別乗車人員は、新山口駅を除いた山口線内において山口駅が最も多く 1,464 人/日

であり、仁保駅以北では 100 人未満/日である。 

 

表 2.2 1 日あたりの駅別乗車人員一覧 

 

※新山口駅は山陽本線、宇部線、山陽新幹線を含む 

※年間の乗車人員から 1日あたりの平均の乗車人員が算出されているため、四捨五入の都合上 

定期利用と定期外利用の合計と乗車人員の値とが一致しない場合がある 

 

※新山口駅を除く ※出典：JR 西日本提供データ 

図 2.3 １日あたりの駅別乗車人員  

（⼈/⽇）
駅名 乗⾞⼈員 定期利⽤ 定期外利⽤
新⼭⼝ 6452 2534 3918
周防下郷 215 185 31
上郷 607 518 89
仁保津 351 313 39
⼤歳 211 147 64
⽮原 523 392 130
湯⽥温泉 1108 511 597
⼭⼝ 1464 1080 384
上⼭⼝ 103 74 29
宮野 277 185 91
仁保 32 30 2
篠⽬ 4 3 1
⻑⾨峡 9 7 2
渡川 7 6 0
三⾕ 21 19 1
名草 7 6 1
地福 10 10 1
鍋倉 3 2 1
徳佐 63 55 8
船平⼭ 4 4 0
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 〇山口市内の山口線乗車人員の推移 

   山口市内の山口線の 1 日あたりの乗車人員は減少傾向にある。 

表 2.4 １日あたりの駅別乗車人員の推移一覧 

 

※新山口駅は山陽本線、宇部線、山陽新幹線を含む 

 

出典：JR提供データ 

※新山口を除く 

図 2.5 １日あたりの駅別乗車人員の推移  

（⼈/⽇）
駅名 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2021年 2022年
新⼭⼝ 7,300 7,182 7,059 7,686 4,531 5,029 6,452
周防下郷 478 266 196 238 231 222 215
上郷 624 611 623 667 619 608 607
仁保津 367 290 303 383 383 363 351
⼤歳 150 187 180 192 178 187 211
⽮原 559 525 534 584 503 522 523
湯⽥温泉 939 1,042 1,105 1,241 842 895 1,108
⼭⼝ 2,054 1,876 1,579 1,696 1,457 1,406 1,464
上⼭⼝ 197 134 115 108 105 102 103
宮野 223 235 305 352 272 254 277
仁保 53 61 43 34 36 35 32
篠⽬ 31 16 9 9 5 5 4
⻑⾨峡 30 18 14 13 11 11 9
渡川 8 10 3 6 7 8 7
三⾕ 100 61 45 33 21 21 21
名草 33 16 16 15 6 7 7
地福 79 50 39 30 15 13 10
鍋倉 21 15 5 8 4 4 3
徳佐 187 163 110 80 65 66 63
船平⼭ 37 16 9 6 3 5 4
計 ※新⼭⼝除く 6,170 5,592 5,233 5,695 4,763 4,734 5,019
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（２）沿線地域の状況 

  山口線沿線地域において新駅設置を設置した場合の利用可能性を把握するため、各上位計画・関連計

画資料を用いて、山口市内の自然状況および土地利用や人口等の社会状況の傾向を整理した。 

 

 〇地域特性 

  ・地形条件 

   JR 山口線の内、新山口～宮野は平地、盆地部に位置しており、宮野駅以北は山間部を縦断してい

る。 

 

 

出典：山口市都市計画マスタープランに山口線位置を加筆 

図 2.6 山口市の地勢  
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 ・土地利用 

  JR 山口線の内、新山口～宮野は都市計画区域内に位置しており、沿線は概ね用途地域が指定され

ている。都市計画区域外である宮野以北の山口線沿線は山林や農用地となっている。 

 

 

出典：山口市都市計画マスタープランに山口線位置を加筆 

図 2.7 山口市の土地利用  
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 〇都市計画 

  ・用途地域 

   新山口～宮野沿線では、商業地域（新山口駅や山口駅周辺）や各種住居地域、準工業地域等が用

途地域として指定されている。 

 

出典：国土地理院地図、国土数値情報 

図 2.8 山口市の用途地域  
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〇人口 

 山口線沿線地域において新駅を設置した場合の利用可能性を検討するため、新駅の需要に大きな影

響を有する要素である居住者人口や従業人口、観光客数に着目し、山口市内の動態を整理した。 

 

・常住人口・世帯 

 山口市全体の人口・世帯数は減少傾向で推移している。 

 

出典：国勢調査 

図 2.9 国勢調査による山口市の人口および世帯数の推移 

 

 

 

出典：住民基本台帳 

図 2.10 住民基本台帳による山口市の人口および世帯数の推移 
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・年齢別人口割合 

 山口市全体の年齢別人口では 65歳以上人口が増加傾向にあり、15歳未満は減少傾

向にある。 

 

※出典：国勢調査 

図 2.11 山口市の年齢別人口割合の推移 

 

 

・人口集中地区の面積・人口 

 人口集中地区の面積および人口は横ばいからやや増加傾向にある。 

 

※出典：国勢調査 

図 2.12 山口市の人口集中地区の面積および人口密度の推移 
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・将来推計人口 

 山口市全体の人口は今後、減少局面が見込まれている。 

 

※出典：第二次山口市総合計画（令和５年） 

図 2.13 山口市の将来推計人口 

・地区別人口 

山口市における 21地区別の人口では、JR 山口線新山口駅の位置する小郡地域の他、山口駅の位

置する白石地区や湯田温泉駅の位置する湯田地区で増加がみられる。一方で他の多くの地域では減

少しており、山口線宮野以北区間の沿線である阿東地域では大幅な減少がみられる。 

 

※出典：国勢調査、国勢調査集計結果山口市の概要(山口市、H12～R2) 

図 2.14 山口市の将来推計人口  
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・メッシュ別総人口 

   JR 山口線沿線において山口市全体と同様に人口減少の傾向がみられる。また、宮野以北を中心

にとして居住エリアの縮小がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.15 人口総数(2020 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.16 人口総数(2050 年) 

※出典：国勢調査、国土交通省メッシュ別将来人口推計(H29)
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・メッシュ別 65 歳以上人口 

JR 山口線沿線において、現状は高齢化率（65 歳以上人口割合）が低い新山口～宮野沿線におい

ても高齢化が進むことが予想されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.17 65 歳以上人口構成率(2020 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.18 65 歳以上人口構成率(2050 年) 

※出典：国勢調査、国土交通省メッシュ別将来人口推計(H29) 
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・山口市および山口線沿線の居住者人口動態の傾向 

 以上の整理結果から分かるとおり、山口市全体の人口は近年減少傾向にあり、高齢化が進行してい

る。また、将来推計人口においても人口の減少や高齢化の進展が予測されている。 

山口線沿線においては新山口駅や山口駅、湯田温泉駅の位置する地域においては地域人口の増加

が近年みられている。一方で、将来時点においては山口市全体と同様に全線にわたって概ね人口減少

が予測されている。 

 

 

  ・就業者数 

    就業者数は山口市全体で減少傾向にあったが、2015 年から 2020 年にかけては増加傾向であっ

た。第 1 次産業、第 2 次産業の構成割合が減少し第 3 次産業が増加している。 

 

※出典：国勢調査 

図 2.19 山口市の就業者数の推移 

 

 

 
※出典：国勢調査 

図 2.20 山口市の就業者数の産業別割合の推移 
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〇観光客数 

   観光客数は山口市全体で 408 万人/年であり、その内の半数以上を占める 237 万人/年が山口エリ

アへの来訪である。観光客数の推移では、2019 年までは増加の傾向がみられた。 

 

表 2.21 山口市の観光客数 

 

※出典：山口市 HP（R4 年観光客動態調査結果（山口市分）） 

 

 

※出典：山口県統計年鑑 

図 2.22 山口市の観光客数の推移 
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 〇流動 

  ・利用交通手段・交通手段別割合 

    就業者・通学者の利用交通手段は自家用車が 70.0%と最も多く、公共交通の利用割合は山口県

全体と比較しても下回っている。鉄道・電車は 2.5%であり、平成 22 年から令和 2 年にかけて同

様の割合で推移している。 

 

 

※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 2.23 山口市の利用交通手段・交通手段別割合 
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〇施設立地状況 

 山口線沿線地域において新駅を設置した場合の利用可能性を検討するにあたり、新駅を利用した移

動の目的地となる可能性のある施設を把握するため、山口市内の主要な施設（公共施設・医療施設・福

祉施設・教育文化施設）を整理した。 

  山口市内の公共施設は多数が JR 山口線新山口～宮野沿線地域に立地している。また、宮野以北地

域においても山口線の近傍に立地している施設が比較的多くみられる。 

 

  ・公共施設 

 

※出典：国土地理院地図、国土数値情報、山口県オープンデータカタログサイト 

図 2.24 公共施設立地図  
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  ・医療施設 

 

※出典：国土地理院地図、国土数値情報 

図 2.25 医療施設立地図 
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  ・福祉施設 

 

出典：国土地理院地図、国土数値情報 

図 2.26 福祉施設立地図 
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  ・教育文化施設 

 

※出典：国土地理院地図、国土数値情報 

図 2.27 教育文化施設立地図 
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〇バス路線状況 

 山口市では民間事業者 2 社（防長交通株式会社、中国ジェイアールバス株式会社）と宇部交通局

による路線バスが運行されており、バス路線は国道や県道などの主要な幹線道路を中心に交通網が

形成されている。 

JR 山口線の新山口駅や山口駅へは複数のバス路線が乗り入れしており、交通結節点となってお

り、新山口駅から山口駅へかけては山口線と概ね並行する路線バスが高頻度で運行されている。ま

た、山口駅から船平山駅間についても頻度は低いものの並行する路線が運行されているが、山口か

ら萩・津和野町、または萩・津和野町から山口に行く際には、三谷駅入口バス停において乗り換え

る必要がある。 

 

 ・バス路線 

【路線バスの現状】 

 
※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 2.28 路線バス図  
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  ・バス運行本数 

 

【路線バスの運行便数】 

 

※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 2.29 路線バスの運行便数 
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・バス利用者数 

    山口市内のバス利用者は県内のバス輸送実績よりはゆるやかな減少傾向にある。 

 

※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 2.30 山口市内の路線バス利用者の推移 

 

 

※出典：中国運輸要覧 

図 2.31 山口県内のバス輸送実績の推移 
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２－３．新駅の設置目的の整理 

 前節までに整理した山口線および山口線沿線の状況をまとめると以下のとおりとなる。 

まず、「２－１．検討の背景」で整理したとおり、JR 山口線は宮野～津和野の輸送密度や収支率が低

いなど、線区全体の利用を促進し、持続性を向上する必要がある状況にある。 

また、「２－２．山口線の現況整理」で整理したとおり、山口線の利用は減少傾向にあり、山口市の公

共交通や鉄道の分担率も他地域と比較して下回っている。山口市全体の人口は将来にわたり減少が続く

ことが予測されている一方で、主要な駅の位置するエリアでは人口の増加する傾向が近年みられる。 

山口市内の公共施設や生活関連施設の多くは山口線の沿線に立地しており、それらの施設を目的地と

する移動について、潜在的な山口線の利用需要が一定数存在すると考えられる。 

 

以上を踏まえ、本検討における新駅設置の目的を以下のとおり整理した。 

・新駅の設置により山口線の利便性を向上させ、山口線全体の利用を促進することで線区の持続性を向

上する 

・公共施設や生活関連施設といった移動の目的地となる施設の周辺など、人流の期待される地域に新駅

を設置することで、施設利用者や周辺来訪者など交流人口の増加を図る 

・基幹交通である山口線の新駅とコミュニティ交通等の他の交通モードを結節することにより市内公共

交通ネットワークの強化を図る 
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３．新駅候補地の選定および整備効果の整理 

３－１．新駅候補地の選定 

 「２．山口線の現況および事業目的の整理」における整理結果を踏まえ、新駅を検討する候補地を選定

する。 

 今後人口減少が想定される中で、新駅設置を検討する地域は山口市内山口線沿線地域の内、一定の人

口規模が将来に渡っても確保されると考えられ、かつ地域内外からの来訪者が訪れる施設の立地する地

域が望ましい。また、既存の駅との距離を一定程度確保する必要がある。 

 こうした観点を踏まえ、「山口都市機能誘導エリア」内で、山口情報芸術センターや中央図書館が整

備され、済生会山口総合病院の建替えが進んでいる「情報・文化ゾーン（中園町周辺地区）」が位置す

る「湯田温泉駅～山口駅間」を新駅設置検討対象区間とする。 

 そして、湯田温泉駅および山口駅との位置関係および駅前広場を含む新駅施設の設置に伴う事業用地

確保の観点から、当該駅間の内、山口市三和町にある椹野公園付近を新駅候補地として検討、調査を行

う。 

 以降に、山口都市機能誘導エリアの概要図および新駅候補地位置図を示す。 

 

 
※出典：山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（山口市立地適正化計画） 

図 3.1 山口都市機能誘導エリア  
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（新駅候補地位置） 

  

 
出典：国土地理院地図 

図 3.2 新駅候補地位置図  

新駅候補地

新駅候補地
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３－２．新駅候補地周辺の上位計画および関連計画の整理 

 新駅候補地において新駅を設置した場合の利用可能性を検討するにあたり、当該エリアの地域におけ

る位置付けや将来像を把握するため、当該地域に係る上位計画および関連計画について整理を行った。 

 

〇山口市都市計画マスタープラン（R2.3） 

  新駅周辺は山口都市計画区域に位置しており、山口市都市計画マスタープランにおける将来の都市

構造として、山口市の都市集約拠点に位置付けられている。 

 

 
※出典：山口市都市計画マスタープランに山口線位置を加筆 

図 3.3 山口市都市計画区域図 
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※出典：山口市都市計画マスタープラン 

図 3.4 将来都市構造図 
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新駅周辺地域である大殿・白石・湯田地域における地域づくりの目標は以下のとおりである。 

 

 
※出典：山口市都市計画マスタープラン 

図 3.5 大殿・白石・湯田地域 地域づくりの目標 
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※出典：山口市都市計画マスタープラン 

図 3.6 大殿・白石・湯田地域 地域づくりの目標 
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〇山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（山口市立地適正化計画）（H31.4） 

  山口都市計画区域を対象に立地適正化計画が策定されており、新駅周辺は「山口都市機能誘導エリ

ア」に定められている。山口都市機能誘導エリアにおいては、歴史的資源や行政、文化、商業、教育、

観光等の集積を生かした、広域交流拠点にふさわしい活力と風格ある都市拠点づくりを推進する方針

としており、ゾーンごとに集積すべき施設（誘導施設）を定めている。 

この内、新駅候補地に近い「情報・文化ゾーン」は「メディア・テクノロジーやメディア・アートな

どの新たな情報技術や文化に関する研究機関や情報関連企業が集積し、市民が気軽にこれらの最先端

技術や文化にふれ、豊かな感性や知性を育むことのできる空間として、情報教育・学習機能や情報関連

研究機能の集積を図ります」とされている。 

 

 

※出典：山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（山口市立地適正化計画） 

図 3.7 山口都市機能誘導エリア（再掲） 
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※出典：山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（山口市立地適正化計画） 

図 3.8 山口都市機能誘導エリア ゾーン区分・集積すべき施設 
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〇第二次山口市市民交通計画（山口市地域公共交通網形成計画）（H30.3） 

  山口市ではマイカーに過度に依存した生活スタイルが継続しており、公共交通利用者の減少に歯止

めがかからない状況となっている。第二次山口市市民交通計画では、クルマに頼りすぎない交通まちづ

くり、及び次世代を見据えた交通体系の確立を目指し、基本理念・基本目標を以下のとおり定めている。 

 

 ・基本理念 

 
 ・基本目標 

 
※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 3.9 第二次山口市市民交通計画 基本理念・基本目標 

 

 
～マイカーに頼り過ぎないまちづくりを目指して～ 

育て支えよう！みんなの公共交通 
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  第二次山口市市民交通計画において、鉄道は「基幹交通」として交通事業者が主体となり行政が支

援する体制としている。また、広域移動や市内の拠点間移動に対応できる交通手段として位置付けて

いる。 

 

 

※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 3.10 公共交通の役割分担 

  

(1)公共交通の役割分担 
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   公共交通体系イメージは以下のとおり。交通結節点は、できる限り商業施設・商店、医療施設、

公共施設等を活用しながら整えることとしている。 

 

 

【公共交通体系のイメージ】 

 

 

※出典：第二次山口市市民交通計画（R6 年 3 月改定） 

図 3.11 交通結節点の整理・公共交通体系のイメージ 
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〇第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン（R5.3） 

  山口市は都市部から農山漁村地域まで広域な面積を有しており、地域特性の多様化に伴う都市経営

上の諸課題への対応として、定住自立圏共生ビジョンを定めている。 
 
  ・取組方針 

 
※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

図 3.12 重点的な取組の方針 
 
  ・圏域の将来像 

   「豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口 ～これが私のふるさとだ～」 

 

 
※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

図 3.13 圏域の将来像・将来人口推計及び目標 
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  「地域公共交通」における具体的取り組みは以下のとおり。山口地域においては、圏域（山口市）

内外及び圏域内の他地域との公共交通ネットワークの充実、アクセス向上を図り、また地域間交流を

促進することとしている。 

 

 

※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

図 3.14 利用しやすい地域公共交通の構築 
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  「地域内外の住民との交流・移住促進」における具体的取り組みとして、新駅周辺地域である「中

園町周辺地区整備事業」がある。（次頁記載） 

 

 
※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

図 3.15 交流の拡大による定住の促進 

 

 
※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

図 3.16 中園町周辺地区整備事業 
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〇都市再生整備計画 

  新駅候補地周辺である「中園町周辺地区」では、都市再生整備計画が実施されている。計画期間は令

和 2 年度～7 年度であり、『広域交流の拠点を形成することにより、人口減少下においても都市機能誘

導区域でのにぎわいと都市機能の維持を図る』ことを目標としている。事業内容は、地域医療支援病院

（済生会山口総合病院）の建替え、道路改良、中央公園の機能強化、バス停の移設等である。 

 

 

出典：都市再生整備計画 中園町周辺地区（第 3 回変更）（R4.11） 

図 3.17 中園町周辺地区 都市再生整備計画 
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３－３．新駅候補地周辺の現状把握 

 〇人口 

  ・常住人口 

    新駅周辺である「大殿・白石・湯田地域」の人口は横ばいの傾向である。高齢化率は 27.7%であ

り、山口市全体と比較してやや低い値となっている。 

   
※出典：山口市都市計画マスタープラン、山口市の統計(令和 4年度) 

図 3.18 大殿・白石・湯田地域の人口および高齢化率の推移 

 

 〇バス路線状況 

   新駅周辺では、県道 204 号を多数のバス路線が運行している。また、コミュニティバスが 2ルー

ト(吉敷・湯田ルート、大内ルート)運行しており、湯田温泉駅、山口駅を経由している。 

 

※出典：山口市総合時刻表（R5.10.1 改訂版） 

図 3.19 新駅候補地周辺のバス路線状況  
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〇道路状況および道路計画 

新駅周辺である山口都市機能誘導エリアでは、国道 9 号や国道 262 号などの広域幹線道路及び構想

道路、都市計画道路 大内平川線を、「山口都市核外郭環状道路」として位置付けている。 

 

※出典：国土地理院地図に加筆 

図 3.20 道路現況図 

 

 

※出典：山口市都市計画マスタープラン 

図 3.21 山口都市核外郭環状道路網計画  
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３－４．新駅設置の必要性・整備効果の整理 

 これまでに整理した新駅候補地周辺の状況から新駅整備の必要性および整備効果を整理する。 

 

（１）関連計画に基づく新駅整備の必要性 

○「コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画」に基づく山口都市機能誘導エリアへのアクセ

ス性向上 

 新駅候補地は「山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画」において定められている

「山口都市機能誘導エリア」に近接している。同計画において集積すべき施設（誘導施設）として指定さ

れている「山口情報芸術センター(YCAM)」、「済生会山口総合病院」および「山口高校」は新駅候補地の

駅勢圏※内に立地している。特に山口情報芸術センターは年間の入館者数が 40 万人を超え（R4 年度実績

値）、イベント等の開催時を始め周辺に多くの人流が期待される。 

 コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画では、「都市機能誘導エリア」は、「鉄道やバスに

より容易にアクセスできるエリア」であり、山口市内の各エリアから「地域拠点間を結ぶ公共交通により

都市機能誘導エリアにアクセス」できることが謳われている。新駅候補地への新駅の設置により、当該エ

リアへの更なるアクセス性向上に貢献すると考えられる。 

 

※一般的に、徒歩や自転車によるアクセスを考慮し駅から半径 2km の範囲が、当該駅を利用すると考え

られる範囲（＝駅勢圏）とされる。隣接駅が近接している場合は、隣接駅の駅勢圏との折半線を考慮し

て範囲が定められる。 

 

 
※出典：山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（山口市立地適正化計画） 

図 3.22 都市機能誘導エリアへのアクセス  
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○定住自立圏共生ビジョンを踏まえた各地域間の結びつきの強化 

 先述のとおり、新駅候補地周辺には公共施設や生活関連施設が複数立地している。 

医療分野では、済生会山口総合病院が「定住自立圏共生ビジョン」において山口市の地域医療の中核と

なる公的 3 病院の 1 つとして位置付けられている。山口線沿線地域である阿東地域からも多数の患者が

済生会山口総合病院に訪れている。 

 

表 3.23 済生会山口総合病院 地域別年間患者数(2022 年、単位：人) 

 

 

 産業振興分野では、山口情報芸術センターが「定住自立圏共生ビジョン」において、「芸術文化創造・

発信機能」を有し、「観光、交流産業との連携により交流人口の拡大を図る」施設とされている。 

また、新駅候補地が近接する「山口都市核」について、「山口地域及び小郡地域以外の地域」からの「ア

クセスを向上させるとともに、公共交通ネットワークの維持・充実を図り、地域間交流を促進する」とさ

れている。 

 

 

 

 

図 3.24 定住自立圏形成方針抜粋（医療・産業振興・地域公共交通） 

※出典：第 3 次山口市定住自立圏共生ビジョン 

 

以上を踏まえ、新駅候補地への新駅の設置により、地域医療の中核となる医療機関である済生会山口総

合病院へのアクセス性の向上、芸術文化創造・発信機能を有する山口情報芸術センターへのアクセス性向

上やそれによる交流人口の拡大、山口都市核へのアクセス性向上や山口市内の地域間交流の促進に貢献

すると考えられる。  

外来患者数 入院延患者数

山口 89,944 56,883

小郡 8,200 7,058

秋穂 1,219 1,288

阿知須 508 717

徳地 1,134 1,404

阿東 4,739 4,809

合計 105,744 72,159
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（２）新駅設置によるアクセス性向上および利用促進効果 

 新駅候補地への新駅設置による駅勢圏の変化を下図に示す。新駅の設置により、現状では湯田温泉駅、

山口駅からそれぞれ 1km 以上離れているエリアの一部が新駅から 1km 以内のエリアに変化する。この

エリアには前述のとおり「山口都市機能誘導エリア」が含まれており、済生会山口総合病院や山口情報芸

術センターといった主要な施設が立地している。これらの施設は現状鉄道駅から 1km 以上のアクセス距

離であるが、新駅の設置により鉄道駅から 1km 以内のアクセス距離に転換する。 

 このように、新駅設置による整備効果として、新駅周辺地域、特に都市機能誘導エリアやその中に立地

する主要施設へのアクセス性が向上する。 

 また、鉄道駅へのアクセス距離の短縮により上記施設の利用者や新駅周辺の居住者が、他の交通手段か

ら新たに鉄道利用へと転換することが考えられる。これにより新たに山口線の利用機会が生じることで

山口線の利用が促進される。 

 

※出典：国土地理院地図、国土数値情報に加筆 

図 3.25 新駅設置による駅勢圏の変化 

(現況) 

(新駅設置後) 
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